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世
界
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
み

て
い
る
と
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
手
腕
が
評
価

さ
れ
て
い
る
国
が
目
立
つ
。

　
台
湾
で
は
欧
米
が
感
染
拡
大
に
翻
弄
さ
れ

て
い
た
4
月
中
旬
に
、
医
学
や
Ｉ
Ｔ
専
門
家

の
閣
僚
の
活
躍
で
死
亡
者
ゼ
ロ
を
達
成
し

た
。蔡
英
文
総
統
は
適
材
適
所
の
閣
僚
人
事
、

「
経
済
よ
り
国
民
の
命
が
最
優
先
」
の
方
針
、

政
策
の
透
明
性
な
ど
が
評
価
さ
れ
高
い
支
持

を
得
て
再
選
さ
れ
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
で
は
国
内
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ

る
前
の
1
月
か
ら
検
査
体
制
の
拡
充
が
進
め

ら
れ
、
感
染
拡
大
期
に
は
週
に
30
万
件
も
の

検
査
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
経
済
支
援

の
迅
速
さ
や
手
厚
さ
に
う
ら
や
ま
し
く
思
っ

た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
く
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
支
援
は
世
界

の
注
目
を
浴
び
た
。
申
請
受
理
か
ら
支
援
金

支
給
ま
で
2
〜
3
日
、自
己
申
告
で
Ｏ
Ｋ（
虚

偽
の
申
請
は
刑
罰
の
対
象
に
な
る
）。ド
イ
ツ

で
は
文
化
・
芸
術
が
社
会
の
中
で
高
い
位
置

を
占
め
て
い
る
。
日
本
政
府
は
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
な
ど
と
世
界
に
喧
伝
し
て
き
た
が
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
支
援
は
乏
し
く
、遅
く
、文

化
・
芸
術
政
策
に
も
経
済
優
先
の
匂
い
が
ま

と
わ
り
つ
く
。

　
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
東
ド
イ
ツ
出
身
の
物
理

学
者
。
国
境
閉
鎖
や
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
テ
レ
ビ
演
説
で
こ
う
国
民
に
呼
び
か
け

た
。「
移
動
や
旅
行
の
自
由
を
勝
ち
取
っ
た
私

の
よ
う
な
者
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
制
限
は

絶
対
に
必
要
な
時
に
だ
け
正
当
化
さ
れ
る
」

こ
の
真
摯
な
言
葉
が
世
界
の
人
の
心
も
揺
さ

ぶ
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
世
界
的
に
高
く
評
価

さ
れ
た
筆
頭
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ー

ダ
ー
ン
首
相
だ
。首
相
在
任
中
に
出
産
し
、育

休
を
と
っ
た
り
子
連
れ
で
国
際
会
議
に
出
席

す
る
な
ど
、話
題
に
な
っ
た
。蔡
英
文
総
統
と

同
様
に
「
国
民
の
安
全
と
健
康
が
第
一
、
経

済
は
二
の
次
」
と
い
う
信
念
を
曲
げ
ず
、
迅

速
な
意
思
決
定
を
下
し
た
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
国
民
か
ら
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
い

た
。
世
論
調
査
で
は
88
％
の
人
々
が
政
府
の

判
断
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
、
と
い
う
。

　
女
性
リ
ー
ダ
ー
に
共
通
し
て
い
る
の
は

●
迅
速
な
意
思
決
定

●
真
摯
で
温
か
い
言
葉

●
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ

　
な
ど
だ
ろ
う
。
日
本
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
指
数
（
男
女
格
差
指
数
）
が
昨
年
末
で

１
５
３
か
国
中
１
２
１
位
。
下
が
り
続
け
て

い
る
。政
治
の
在
り
方
を
変
え
な
け
れ
ば
、日

本
は
沈
ん
で
い
く
ば
か
り
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
も
気
候
危
機
に

も
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
だ
。

世
界
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
と

コ
ロ
ナ
対
策
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区
政
報
告
会
＆
講
演
の
ご
案
内

七
月
二
五
日
（
土
）

午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時

会
場
：
東
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
第
一

研
修
室
（
講
演
会
：
資
料
代
五
〇
〇
円
）

午
後
二
時
か
ら　
区
政
報
告
会

午
後
三
時
か
ら　

稲
葉
剛
講
演
会

会
場
に
人
数
制
限
が
あ
る
た
め
、
参
加

ご
希
望
の
方
は
３
６
３
６-

１
０
３
３

ま
で
フ
ァ
ク
ス
で
申
込
下
さ
い
。

イラスト /yukiko A
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5
月
25
日
の
臨
時
本
会
議
で

今
年
度
の
議
会
構
成
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
議
長　
若
林
し
げ
る
（
自
民
）

　
副
議
長　
磯
野
繁
夫
（
公
明
）

　
議
員
選
出
監
査

　
　
川
北
直
人
（
自
民
）

　
　
新
島
つ
ね
お（
民
政
ク
ラ
ブ
）

　

私
の
所
属
委
員
会
は
建
設
委

員
会
、
防
災
・
ま
ち
づ
く
り
・
交

通
対
策
特
別
委
員
会
に
な
り
ま

し
た
。a

　
臨
時
本
会
議
の
同
日
、
総
額
57

億
６
７
０
０
万
円
の
補
正
予
算

3
号
が
成
立
し
た
。

●
区
内
共
通
商
品
券
（
プ
レ
ミ
ア

ム
率
20
％
）　
1
億
５
６
０
０

万
円

●
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
経
費　

約

5
億
円

●
住
居
確
保
給
付
金
３
０
０
名

分
追
加　
９
４
０
０
万
円

●
緊
急
融
資
４
８
０
０
件
分　

26
億
４
０
０
０
万
円

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の

補
助
（
30
万
円
ま
た
は
50
万

円
）　
1
億
３
３
０
０
万
円

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

へ
の
補
助
（
30
万
円
ま
た
は
50

万
円
）　
９
１
０
０
万
円

●
認
可
外
保
育
施
設
、
私
立
保
育

所
、
私
立
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
補

助　
2
億
３
４
０
０
万
円

●
医
療
機
関
へ
の
支
援
、
補
助
1

億
７
１
０
０
万
円　
な
ど

 

１　
住
居
確
保
給
付
金
に
つ
い

て

（
中
村
）
支
給
事
務
の
遅
れ
が
続

い
て
い
る
。
職
員
を
増
員
し
て

早
急
に
支
給
す
べ
き
。
4
月
7

日
、
厚
労
省
は
職
員
増
員
に
対

し
て
補
助
金
を
出
す
旨
の
事
務

連
絡
を
出
し
て
い
る
。活
用
を
。

（
区
）
課
内
で
職
員
を
調
整
し
て

対
応
し
て
い
る
。

（
中
村
）そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
、

緊
急
雇
用
で
対
応
を
。

（
中
村
）
居
住
支
援
協
議
会
と
連

携
し
て
早
急
な
取
り
組
み
を
。

（
区
）今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

 

２　
介
護
事
業
所

へ
の
支
援
に
つ
い

て
　
北
砂
ホ
ー
ム
で

は
集
団
感
染
（
ク

ラ
ス
タ
ー
）
が
発

生
し
た
。
職
員
の

皆
さ
ん
は
極
度
の

緊
張
と
不
安
の
中

で
、
入
所
者
の
命

を
守
る
た
め
に
力

を
尽
く
し
て
い
た

だ
い
た
。
今
後
、

第
2
波
が
予
想
さ

れ
る
が
区
の
ク
ラ

ス
タ
ー
対
策
は
。

（
区
）
し
っ
か
り

検
査
し
、
発
生

が
あ
れ
ば
迅
速

に
管
理
、
指
導
す
る
。

→
船
橋
市
の
障
が
い
者
施
設

で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た

際
に
は
、
市
・
県
・
医
療
関

係
者
が
施
設
内
に
対
策
本
部

を
作
っ
て
封
じ
込
め
に
取
り

組
ん
だ
。
江
東
区
も
今
か
ら

ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
の
方
針
を

立
て
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

 
３　
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
つ
い

て

（
中
村
）
Ｉ
Ｔ
環
境
が
な
い
家
庭

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ル
ー

タ
ー
を
貸
与
す
る
の
に
5
億

円
。
こ
れ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

の
ハ
ー
ド
面
は
す
べ
て
保
障

さ
れ
る
の
か
。

（
教
委
）
全
小
中
学
校
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
、
必
要
な
２
２
０

０
世
帯
に
い
き
渡
る
よ
う
に

整
備
す
る
。

（
中
村
）
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
は

不
登
校
の
お
子
さ
ん
の
学
ぶ
権

2020年区議会
第１回臨時会

5月25日

第 2回定例会開催
6月10日～ 6月 30日

中村まさ子の収支報告（2020年４月〜６月）
4月 5月 6月 期末手当

収入
議員報酬 610,000 610,000 610,000 1,574,410
費用弁償 ─ 3,000 15,000 ─

支出

所得税 35,820 35,820 35,820 289,345
住民税 55,500 55,500 56,200 ─
国民健康保険料 ─ ─ 82,000 ─
共友会 2,000 2,000 2,000 ─
生活費、活動費 300,000 300,000 300,000 1,000,000
退職積立金 60,000 60,000 60,000 ─
活動積立金 30,000 30,000 30,000 ─
共に歩む会へ 126,680 126,680 43,980 285,065

 

今
年
度
議
会
構
成

★費用弁償は見直しを求めています。被災地や区外の社会貢献団体への寄付などに使
います。

補
正
予
算
委
員
会

で
の
質
問

 

補
正
予
算
第
３
号
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利
を
保
障
す
る
、
と
い
う

効
果
が
あ
る
。
今
後
の
取

り
組
み
は
。

（
教
委
）
不
登
校
の
お
子
さ

ん
も
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

を
通
じ
て
評
価
し
、
成

果
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
今
後
も
活
用
し

て
い
き
た
い
。

国
の
補
正
予
算
成
立
を

受
け
て
、
江
東
区
は
総
額

7
億
２
２
０
０
万
円
の
補

正
予
算
第
４
号
を
提
出
し

ま
し
た
。
新
年
度
か
ら
３

か
月
で
４
回
も
補
正
予
算

が
組
ま
れ
る
の
は
記
憶
に

あ
り
ま
せ
ん
。

⃝

避
難
所
に
お
け
る
感
染

症
対
策　

５
５
０
０
万

円　

簡
易
テ
ン
ト
１
か

所
55
張
、
ト
イ
レ　
９
８

０
０
０
セ
ッ
ト
な
ど

⃝

75
歳
以
上
の
高
齢
者
に

冷
感
タ
オ
ル　

３
５
０

０
万
円

⃝

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
給

付
金　
４
億
２
６
０
０
万
円

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
等

に
５
万
円
の
特
別
臨
時
給

付
金

⃝

公
衆
浴
場
へ
の
支
援　

１
１

０
０
万
円

⃝

高
齢
者
介
護
事
業
所
に
緊
急

支
援
物
資
の
備
蓄
等　

７
５

０
０
万
円

⃝

病
院
、
保
健
所
に
マ
ス
ク
や
ガ

ウ
ン
の
支
援　

３
５
０
０
万

円　
な
ど

こ
の
補
正
予
算
の
審
査
で
、
自

民
党
の
委
員
か
ら
「
10
月
か
ら
の

施
設
使
用
料
の
値
上
げ
の
再
考
」

が
提
案
さ
れ
た
。
区
は
「
中
止
は

し
な
い
が
、
一
定
期
間
の
減
額
な

ど
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
た
。

与
党
会
派
か
ら
施
設
使
用
料

値
上
げ
の
再
考
を
求
め
る
声
が

出
た
こ
と
に
驚
い
た
が
、
そ
れ
だ

け
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
区
民
の

苦
境
は
深
刻
だ
と
い
う
認
識
が

与
野
党
問
わ
ず
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。

⃝

（
仮
称
）
大
島
９
丁
目
公
園
の

整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

大
島
９
丁
目
の
空
き
地
約
９

６
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
は
公
園

用
地
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て

い
る
。

　
今
年
度
、
住
民
参
加
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
区
民
の
意

見
を
取
り
入
れ
た
計
画
を
作
る

予
定
に
な
っ
て
い
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

今
年
度
は
地
歴
調
査
や
現
地

測
量
、
地
中
探
査
の
み
実

施
し
、
計
画
は
１
年
先
送

り
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
土
地
は
小
学
校
や

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

住
宅
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

公
園
が
で
き
れ
ば
住
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
歓
迎
さ

れ
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
こ
の
土
地
は
地
下

に
六
価
ク
ロ
ム
処
理
施
設
が
埋

設
さ
れ
て
い
る
。
江
東
区
の
責
任

で
き
ち
ん
と
調
査
を
し
て
、
必
要

な
措
置
を
と
っ
て
安
全
な
公
園

を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
は

こ
れ
ま
で
寡
婦
控
除
の
適
用
が

な
か
っ
た
。
こ
の
た
び
地
方
税
法

改
正
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
ひ
と

り
親
に
対
し
て
公
平
な
税
制
を

実
現
す
る
観
点
か
ら
、
未
婚
の
ひ

と
り
親
に
も
新
た
に
所
得
税
35

万
円
、
住
民
税
30
万
円
の
控
除
を

適
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
合
計

所
得
金
額
５
０
０
万
円
以
下
）。

ま
た
、
合
計
所
得
金
額
が
１
３
５

万
円
以
下
の
ひ
と
り
親
（
未
婚
も

含
む
）
は
個
人
住
民
税
非
課

税
と
な
る
。
実
施
は
２
０
２

１
年
１
月
１
日
か
ら
。

　
生
ま
れ
て
く
る
こ
ど
も
に

は
何
の
責
任
も
な
い
。
不
公

平
で
差
別
的
な
制
度
が
改
善

さ
れ
る
条
例
改
正
に
は
喜
ん

で
賛
成
し
た
。

　◆主な議案・陳情請願への対応〈件名の括弧内は中村のコメント〉

件名
自 民政ク 公明 あ維未 共産 他無所属 市民の声

（中村）見山 千葉 さんのへ
包括外部監査契約（一つのテーマを選び、公認会計士等に監査を依頼。経費、合理化の視点

が重視される） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×

学校改修工事請負契約（2 亀小、２大中、南砂中）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マイナンバー条例の一部改正（高齢者医療にマイナンバーを適用拡大） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×
区税条例の一部改正（寡婦控除の見直し〈下段記事参照〉、新型コロナに対する経済措置等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
奨学資金返還請求訴訟の提起（奨学金未返済の 9 件を提訴する） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×
補正予算第 4 号〈下段記事参照〉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
職員の特殊勤務手当条例の一部改正（新型コロナにかかる業務にあたった保健所職員などに

日額 3000 円、4000 円の特殊勤務手当を新設） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 

建
設
委
員
会

補
正
予
算

第
４
号

求
め
て
い
た
寡
婦
控
除

の
見
直
し
が
実
現
！

画面下の空き地が公園予定地、正面の 4階
建ては第 3大島小学校、右手の建物は特養
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今
回
、
江
東
区
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
起
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
集
団
感
染
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
ま
す
。

　
仙
台
堀
川
公
園
に
面
し
て
、
環
境

も
日
当
た
り
も
い
い
北
砂
ホ
ー
ム

（
１
９
９
２
年
開
設
。定
員
１
０
０
）。

５
月
中
旬
ま
で
に
51
名
も
の
集
団
感

染
が
起
き
、
５
人
の
方
が
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
。

　
運
営
し
て
い
る
法
人
の
対
応
が
早

く
、
５
月
中
に
ほ
ぼ
ク
ラ
ス
タ
ー
を

抑
え
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
６

月
21
日
時
点
で
陽
性
者
ゼ
ロ
）。
老

人
ホ
ー
ム
の
一
部
を
病
院
化
し
て
、

ホ
ー
ム
内
で
陽
性
患
者
の
治
療
に
あ

た
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も
、
運

営
法
人
が
独
自
に
実
施
。
全
職
員
、

全
利
用
者
を
迅
速
に
検
査
し
た
そ
う

で
す
。
職
員
の
方
々
が
自
宅
待
機
と

な
っ
て
、
仕
事
が
手
薄
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
別
の
施
設
か

ら
応
援
要
員
を
呼
び
ま
し
た
。
運
営

法
人
は
全
国
規
模
で
病
院
を
経
営
し

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
可
能
だ
っ

た
対
応
で
し
ょ
う
。
現
場
の
看
護
師

や
介
護
職
員
に
は
危
険
手
当
を
支
給

し
た
と
い
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
タ
ー
対

策
と
し
て
は
、
し
っ
か
り
し
た
も
の

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
と
き
江
東
区
の
行
政
機
関

は
、ど
う
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

保
健
所
が
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
し

た
が
、
行
政
が
陣
頭
指
揮
を
と
る
姿

勢
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
北
砂
ホ

ー
ム
を
運
営
す
る
法
人
が
規
模
の
大

き
い
の
を
い
い
こ
と
に
対
応
を
任
せ

き
り
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
感
染
拡
大
は
、
老
人
ホ
ー
ム
の
自

己
責
任
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
老
人
ホ

ー
ム
は
介
護
に
専
念
す
る
機
関
で

す
。
地
域
の
公
衆
衛
生
に
責
任
を
も

つ
の
は
自
治
体
で
す
か
ら
、
江
東
区

が
中
心
的
に
コ
ロ
ナ
対
応
を
す
る
は

ず
な
の
で
す
。
た
ま
た
ま
北
砂
ホ
ー

ム
の
運
営
が
大
き
な
法
人
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
の
で
、
ク
ラ
ス
タ
ー
は
早

期
に
収
束
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
小

さ
い
法
人
で
は
、
人
員
確
保
も
独
自

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も
で
き
ず
、
介
護
崩

壊
と
な
り
ま
す
。欧
州
５
か
国
で
は
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
者
の
約
半
数
が
高

齢
者
施
設
入
所
者
だ
と
い
い
ま
す
。

お
年
寄
り
は
、
重
症
化
の
危
険
性
が

高
い
の
で
す
。
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
た
場
合
に
備
え
て
、
行
政
責
任
で

対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

まにわ尚之の
ふくしトーク

連
載
第
５
回

江
東
区
で
の

集
団
感
染
を
考
え
る

江
東
区
生
ま
れ
江
東
区
育
ち

（
北
砂
出
身
）
の
ま
に
わ
尚
之

で
す
。
障
が
い
者
施
設
に
勤
務

す
る
、
現
役
の
福
祉
職
員
で
あ

り
ま
す
。
い
ま
注
目
の
福
祉
情

報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
！

　
３
月
半
ば
ま
で
元
気
に
し
て
い

た
母
が
急
に
体
調
を
崩
し
た
。
90

歳
を
超
え
て
も
問
題
な
く
ひ
と
り

暮
ら
し
を
続
け
、
毎
週
中
学
生
勉

強
会
の
た
め
に
食
事
作
り
を
手
伝

っ
て
い
た
。

　
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に

診
て
い
た
だ
い
て
も
特
に
悪
い
と

こ
ろ
は
見
つ
か
ら
ず
、
し
か
し
何

も
食
べ
ら
れ
な
い
日
が
続
い
た
。

10
日
ほ
ど
入
院
し
た
あ
と
、
母
の

自
宅
で
介
護
生
活
が
始
ま
っ
た
。

　
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
、
定
期

巡
回
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、

介
護
用
ベ
ッ
ド
や
用
具
な
ど
、
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
様
々
利
用

し
て
、
要
介
護
５
と
な
っ
た
母
を

何
と
か
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
。

　
介
護
保
険
制
度
に
は
多
く
の
課

題
が
あ
る
。
私
も
議
員
と
し
て
、

介
護
保
険
運
営
者
で
あ
る
江
東
区

に
長
年
注
文
を
付
け
て
き
た
。
改

訂
の
た
び
に
値
上
が
り
す
る
保
険

料
、
介
護
労
働
者
不
足
、
介
護
労

働
者
の
待
遇
の
悪
さ
、「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
名
の
も
と
に

地
域
に
ケ
ア
を
押
し
付
け
る
方
針

な
ど
な
ど
。

　
し
か
し
、
現
場
で
高
齢
者
を
支

え
て
い
る
医
師
、
看
護
師
、
ヘ
ル

パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
の
皆
さ
ん
に
は

感
謝
し
か
な
い
。
プ
ロ
の
技
術
と

使
命
感
で
母
を
ケ
ア
し
、
さ
ら
に

私
た
ち
家
族
の
安
心
も
も
た
ら
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
私
と
妹
だ

け
で
は
支
え
き
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
で
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
人
た
ち
の
働
き
に
よ
っ
て
私
た

ち
の
暮
ら
し
は
崩
壊
せ
ず
に
い
ら

れ
る
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
皆
さ
ん
へ
の
正
当
な
評
価
と

待
遇
保
障
が
必
要
だ
。
そ
し
て
持

続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
を
作
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
社
会

を
巻
き
込
ん
で
議
論
を
深
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

2020 年中村まさ子の活動日誌（抄）

4 月

13 日 区長に要望書提出（こどもの居場所と
食の確保）

18 日 区政勉強会
22 日 生活保護問題オンライン議員研修会

5 月

5 日 市民の声・江東 新型コロナ会議
14 日 市民の声・江東 会議

20 日 震災センターオンライン会議、新型コ
ロナ会議

23 日（〜 24 日）緑の党 GJ 地域代表協議会
（オンライン）

25 日 臨時本会議、補正予算委員会

6 月
 
 

2 日 緑の党 GJ 東京運営委員会
3 日 江東中学生勉強会会議
5 日 江東アクション会議
6 日 宇都宮健児さんとの懇談
9 日 都知事選会議

10 日（〜 30 日）第２回区議会定例会
12 日 新型コロナ会議

13 日 緑の党 GJ 連続セミナー「気候危機と
コロナ危機」（オンライン）

16 日 都知事選会議
18 日 都知事選告示、ポスター貼り
22 日 宇都宮候補者の亀戸街宣に参加
26 日 定例会議
28 日 緑の党連続セミナー第 3 回

●
私
の
介
護
体
験
記
●

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

重
要
性
を
再
認
識


